
臨
済
宗
、
あ
る
い
は
禅
宗
と
絵
師
と
い
う
言
葉
か
ら
、
い
か
な
る
人
物
を
読
者
は
想
起
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
兆
殿
司
と
い

う
呼
び
名
で
著
名
な
東
福
寺
の
絵
師
明
兆
（
一
三
五
一
～
’
四
一
一
一
一
）
、
あ
る
い
は
相
国
寺
で
絵
画
を
学
ん
だ
雪
舟
（
一
四
二
○
’

一
五
○
六
）
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
雪
舟
の
師
と
目
さ
れ
る
妙
心
寺
退
蔵
院
所
蔵
「
瓢
鮎
図
」
の
作
者
如
拙
（
一
四
世
紀
末
～
’
五

（
１
）

世
紀
初
に
活
躍
）
や
、
未
だ
真
蹟
の
確
定
を
見
な
い
周
文
（
一
五
世
紀
前
半
Ｉ
中
頃
に
活
躍
）
を
田
心
い
起
こ
す
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

だ
ろ
う
。
一
方
、
室
町
時
代
を
遡
り
、
日
本
に
お
い
て
臨
済
宗
が
宗
派
と
し
て
確
立
し
た
時
期
前
後
に
活
動
し
た
絵
師
の
実
態

も
う
り
ょ
う

に
は
、
不
透
明
な
要
素
が
大
き
い
。
無
論
幾
人
か
の
絵
師
の
形
跡
が
断
片
的
に
残
さ
れ
て
は
い
る
。
例
え
ば
入
元
し
岡
両
画

に
接
し
た
黙
庵
、
墨
竹
で
著
名
な
画
憎
鉄
舟
や
独
特
の
雰
囲
気
の
仏
画
を
残
す
愚
鐇
な
ど
の
事
跡
が
あ
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
、

極
論
す
る
な
ら
ば
、
臨
済
宗
関
係
の
絵
師
で
そ
の
活
動
が
比
較
的
明
ら
か
な
最
初
の
人
物
は
、
明
兆
と
い
っ
て
過
言
で
は
な
い
。

こ
の
不
透
明
な
明
兆
以
前
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
は
、
第
一
に
禅
宗
興
隆
期
の
寺
院
の
活
動
の
一
側
面
を
探
究

臨
済
宗
周
辺
の
絵
仏
師
に
関
す
る
伝
承
の
再
検
討

ｌ
詫
磨
栄
賀
と
「
本
朝
画
史
」

は
じ
め
に

藤
元
裕
二
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明
を
し
た
い
。

（
３
）

詫
磨
栄
賀
と
は
、
生
没
年
不
詳
の
南
北
朝
時
代
に
活
動
－
し
た
絵
仏
師
で
あ
る
。
本
稿
に
て
栄
賀
に
焦
点
を
あ
て
る
理
由
は
幾

つ
か
あ
る
。
第
一
に
、
栄
賀
に
は
在
銘
作
品
が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
当
時
の
絵
仏
師
で
名
前
が
判
明
す

る
者
は
稀
で
、
作
品
に
も
落
款
を
伴
わ
な
い
例
が
殆
ど
で
あ
る
た
め
、
栄
賀
は
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。
第
二
に
、
現
存
す
る
栄

賀
の
絵
画
、
あ
る
い
は
後
世
の
文
献
資
料
よ
り
、
彼
が
禅
宗
関
係
の
画
事
に
携
わ
っ
た
こ
と
が
指
摘
し
得
る
こ
と
も
あ
げ
ら
れ

る
。
最
後
に
、
詫
磨
派
は
平
安
時
代
後
期
か
ら
続
く
絵
仏
師
の
流
派
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
伝
統
的
な
流
派
が
、
い
わ
ば
新
興

勢
力
た
る
禅
宗
の
絵
画
を
手
掛
け
て
い
る
点
で
も
特
筆
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
は
、
詫
磨
派
の
簡
単
な
説

視
座
に
触
れ
る
こ
と
と
し
た
い
。

詫
磨
派
と
は
、
平
安
時
代
後
期
か
ら
室
町
時
代
ま
で
の
活
動
の
形
跡
が
辿
れ
る
絵
仏
師
の
流
派
の
一
つ
で
あ
る
。
定
朝
（
？

～
’
○
五
七
）
の
阿
弥
陀
如
来
像
で
著
名
な
平
等
院
鳳
凰
堂
の
壁
画
制
作
を
行
っ
た
藤
原
為
成
な
ど
に
祖
を
遡
ら
せ
る
説
が
あ

る
が
、
そ
の
真
偽
は
定
か
で
は
な
い
。
平
安
時
代
末
期
に
至
り
、
為
遠
（
勝
智
）
が
現
わ
れ
る
。
彼
が
系
譜
の
ほ
ぼ
明
ら
か
な

す
る
こ
と
、
第
二
に
当
該
期
の
絵
師
に
対
す
る
様
々
な
伝
承
か
ら
、
重
層
的
な
《
絵
師
の
歴
史
》
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
に

（
２
）

繋
が
る
と
考
え
る
。
本
稿
で
は
、
詫
磨
栄
賀
と
い
う
絵
師
に
焦
点
を
あ
て
る
。
栄
賀
は
後
述
す
る
通
り
、
同
時
代
資
料
が
発
見

さ
れ
て
い
な
い
一
方
、
一
本
朝
画
史
」
に
て
中
国
絵
画
を
学
ん
だ
と
語
ら
れ
る
絵
仏
師
で
あ
る
。
こ
の
『
本
朝
画
史
』
を
中
心

と
す
る
文
献
資
料
の
記
述
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
絵
仏
師
の
伝
承
が
再
編
成
さ
れ
、
新
た
な
伝
承
と
し
て
拘
束
力
を
有
し

た
様
相
’
一
本
朝
画
史
」
の
呪
縛
ｌ
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
禅
宗
周
辺
の
文
化
活
動
の
Ｆ
端
を
考
察
す
る
上
で
の

一
一
詫
磨
派
及
び
栄
賀
の
概
要
と
そ
の
課
題
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長
賀
は
、
禅
宗
と
詫
磨
派
の
関
係
の
端
緒
と
な
る
人
物
で
あ
る
。
現
在
、
京
都
西
加
茂
の
臨
済
宗
南
禅
寺
派
、
正
伝
寺
に
伝

わ
る
「
兀
庵
普
寧
像
」
が
、
長
賀
筆
と
看
倣
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
像
主
の
兀
庵
普
寧
（
一
一
九
七
～
一
一
一
七
六
）
と
は
中

国
蜀
の
人
で
、
臨
済
宗
楊
岐
派
の
僧
で
あ
る
。
文
応
元
年
（
’
二
六
○
）
に
元
の
侵
攻
を
逃
れ
来
日
し
、
聖
福
寺
、
東
福
寺
の

後
、
建
長
寺
第
二
世
と
な
り
、
規
矩
の
整
備
を
行
っ
た
。
で
は
、
禅
宗
と
の
直
接
的
接
触
を
示
す
資
料
と
し
て
「
東
巌
安
禅
師

（
＄
）

行
実
』
を
確
認
す
る
（
括
弧
内
筆
者
）
。

～
’
二
三
二
）
関

長
賀
ら
が
い
る
。

流
派
と
し
て
の
詫
磨
派
の
祖
と
看
倣
せ
る
。
藤
末
鎌
初
の
詫
磨
派
で
最
も
著
名
な
人
物
は
、
勝
賀
で
あ
る
。
東
寺
所
蔵
「
十
一
一

（
４
）

天
屏
風
」
な
ど
が
彼
の
手
に
擬
さ
れ
て
お
り
、
勝
賀
に
関
す
る
議
論
は
か
っ
て
活
発
で
あ
っ
た
。
為
遠
の
よ
う
に
「
為
」
字
、

あ
る
い
は
勝
賀
の
よ
う
に
「
賀
」
字
を
付
け
る
こ
と
が
一
つ
の
詫
磨
派
の
特
徴
で
あ
り
、
彼
ら
が
系
譜
意
識
を
持
っ
て
い
た
こ

（
５
）

と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
鎌
倉
時
代
中
期
ま
で
が
詫
磨
派
の
最
も
華
や
か
な
時
期
で
、
宮
廷
関
係
の
画
事
の
他
、
東
寺
、
神
護
寺
、

高
山
寺
、
醍
醐
寺
な
ど
、
東
密
系
大
寺
院
で
の
作
画
が
多
く
目
に
留
ま
る
。
絵
仏
師
と
し
て
は
、
高
山
寺
の
明
恵
（
一
一
七
一
一
一

（
６
）

（
７
）

～
’
二
一
一
一
一
一
）
関
係
の
画
事
に
携
わ
っ
た
俊
賀
や
勝
賀
の
弟
子
良
賀
、
そ
し
て
良
賀
の
土
地
を
相
伝
し
た
、
恐
ら
く
彼
の
子
息

（
書
き
下
し
文
）

（
原
文
）

兀
庵
既
入
洛
、
寄
宿
旅
邸
。
師
先
遣
書
、
…
（
中
略
）
…
、
以
法
衣
・
頂
相
付
師
。
其
影
、
則
崇
公
在
日
、
命
法
印
長
嘉

画
数
鋪
之
中
最
本
也
。
即
自
讃
曰
、
生
縁
於
西
蜀
、
非
独
遊
日
本
、
十
方
国
土
中
、
当
頭
倶
坐
断
。

お
く

兀
庵
既
に
入
洛
し
、
旅
邸
に
寄
宿
す
。
師
（
Ⅲ
Ⅱ
東
巌
慧
安
）
先
づ
書
を
遣
り
、
…
（
中
略
）
…
、
（
兀
庵
は
）
法
衣
・
頂
相
を

以
て
師
に
付
す
。
其
の
影
は
、
則
ち
崇
公
（
Ⅱ
北
条
時
頼
）
在
り
し
日
、
法
印
長
嘉
に
命
じ
て
画
か
し
む
る
数
鋪
の
中
の
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こ
こ
に
記
さ
れ
た
「
生
縁
於
西
蜀
、
非
独
遊
日
本
、
十
方
国
土
中
、
当
頭
倶
坐
断
」
が
、
現
存
す
る
正
伝
寺
所
蔵
「
兀
庵
普

寧
像
」
の
賛
文
と
一
致
す
る
た
め
、
「
東
巌
安
禅
師
行
実
」
の
絵
師
長
嘉
が
、
当
時
活
動
し
て
い
た
詫
磨
長
賀
と
同
一
視
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
「
兀
庵
普
寧
像
」
の
作
者
を
詫
磨
長
賀
と
看
倣
す
に
は
、
二
つ
の
条
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
こ
と
も
付
言

し
た
い
。
第
一
に
、
同
一
賛
文
の
像
が
他
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
点
、
第
二
に
、
当
該
期
に
「
チ
ョ
ゥ
ガ
」
あ
る
い
は
「
チ
ョ

ウ
カ
」
と
名
乗
る
絵
師
が
詫
磨
長
賀
の
他
に
存
在
し
な
い
点
で
あ
る
。
両
者
と
も
、
現
段
階
で
は
そ
れ
を
確
か
め
る
こ
と
は
難

し
い
。
し
か
し
、
筆
者
も
「
兀
庵
普
寧
像
」
を
、
反
証
と
な
る
事
項
が
見
当
た
ら
な
い
と
い
う
消
極
的
な
理
由
な
が
ら
、
詫
磨

ウ
カ
」
と
名
乗
る
絵
碇

し
い
・
し
か
し
、
筆
竺

長
賀
筆
と
考
え
た
い
。

伝
統
的
宗
教
勢
力
と
の
関
わ
り
の
中
、
絵
画
制
作
を
行
っ
て
き
た
詫
磨
派
が
、
長
賀
に
至
り
禅
宗
と
の
接
触
を
有
し
た
。
し

か
し
、
こ
れ
を
以
っ
て
流
派
と
し
て
の
詫
磨
派
と
禅
宗
と
の
関
係
が
始
ま
っ
た
と
考
え
る
の
は
早
計
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、

長
賀
以
降
の
一
三
世
紀
詫
磨
派
に
、
禅
宗
と
の
関
係
を
密
に
示
す
要
素
が
見
当
た
ら
ず
、
か
つ
「
兀
庵
普
寧
像
」
の
制
作
も
、

（
９
）

北
条
氏
と
醍
醐
寺
の
関
係
か
ら
捉
え
る
こ
と
が
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
北
条
氏
と
醍
醐
寺
は
祈
祷
（
仏
画
が
必
要
と
な
り
、
絵
仏

師
が
活
動
）
を
通
じ
て
密
に
連
絡
を
取
っ
て
お
り
、
か
つ
、
醍
醐
寺
は
長
賀
筆
「
不
動
明
王
図
像
」
を
所
蔵
す
る
よ
う
に
、
詫

磨
派
の
一
つ
の
活
動
拠
点
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
「
兀
庵
普
寧
像
」
の
図
絵
は
北
条
時
頼
（
一
一
一
一
一
七
～
六
一
一
一
）
の
命
に
よ
る
。

そ
の
制
作
に
際
し
醍
醐
寺
と
関
係
が
あ
り
、
こ
の
当
時
法
印
位
に
あ
っ
た
詫
磨
派
の
長
と
も
い
う
べ
き
長
賀
が
起
用
さ
れ
た
可

能
性
を
重
視
す
る
方
が
、
ま
ず
は
自
然
と
筆
者
は
考
え
る
。
即
ち
、
一
三
世
紀
の
詫
磨
派
と
禅
宗
と
の
関
係
は
、
あ
く
ま
で
そ

れ
以
前
の
伝
統
を
基
盤
に
し
た
、
一
回
性
の
強
い
性
格
で
あ
っ
た
と
現
段
階
で
は
判
断
し
た
い
。

そ
く
ざ

最
本
な
り
。
即
ち
自
讃
に
曰
く
、
「
西
蜀
に
生
縁
あ
胴
リ
、
独
ｈ
ソ
日
本
に
遊
ぶ
の
み
に
非
ず
。
十
方
国
土
の
中
、
当
頭
に
倶

に
坐
断
せ
ん
」
と
。
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〈
Ⅶ
｝

長
賀
以
降
の
詫
磨
派
の
状
況
は
、
詳
Ｆ
Ｄ
か
で
な
い
。
醍
醐
寺
報
恩
院
僧
が
書
き
継
い
だ
過
去
帳
「
常
楽
記
』
に
は
、
嘉
暦
一
一

年
（
’
’
一
一
一
一
七
）
に
死
製
し
た
宅
間
入
道
了
尊
ら
の
名
前
が
見
え
、
一
四
世
紀
に
入
っ
て
も
醍
醐
寺
と
の
関
係
が
続
い
た
こ
と

が
窺
え
る
。
そ
の
一
方
、
血
縁
・
師
弟
関
係
が
不
透
明
な
詫
磨
派
絵
仏
師
が
多
く
現
わ
れ
る
こ
と
が
一
四
世
紀
の
一
つ
の
特
徴

と
い
え
、
観
応
元
年
（
’
’
一
一
五
○
）
に
岐
阜
県
の
浄
土
宗
寺
院
、
立
政
寺
所
蔵
「
当
麻
曼
茶
羅
図
」
を
手
掛
け
た
「
宅
間
登
賀

之
子
」
四
条
堀
川
下
野
法
印
ら
が
い
る
。
ま
た
、
文
和
二
年
（
一
三
五
三
）
に
、
愛
知
県
瀬
戸
市
の
臨
済
宗
妙
心
寺
派
、
定
光

寺
の
開
山
平
心
虚
斉
（
’
一
一
七
八
～
一
三
六
九
）
の
頂
相
を
「
タ
ク
マ
ノ
法
服
ノ
弟
子
」
が
描
い
た
こ
と
が
、
『
覚
源
禅
師
年

〈
Ⅵ
）

譜
」
に
記
載
さ
れ
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
栄
賀
刊
ｂ
、
血
縁
、
師
弟
関
係
が
不
明
な
詫
磨
派
の
一
人
で
あ
る
。

以
上
の
詫
磨
派
は
、
い
ず
れ
も
大
枠
で
は
中
央
で
活
躍
し
た
。
し
か
し
、
鎌
倉
時
代
・
一
三
世
紀
よ
り
、
度
々
詫
磨
派
が
関

（
池
）

東
に
下
向
し
、
絵
画
制
作
を
行
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
『
吾
妻
鏡
』
第
三
に
は
、
為
遠
の
一
二
男
、
為
久
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。

彼
は
鎌
倉
将
軍
家
よ
り
依
頼
さ
れ
「
正
観
音
像
」
や
「
浄
土
瑞
相
井
二
十
五
菩
薩
像
」
を
描
く
為
に
関
東
に
下
向
す
る
も
、
そ

の
後
帰
洛
し
て
お
り
、
あ
く
ま
で
活
動
拠
点
は
京
都
周
辺
で
あ
っ
た
。
「
関
東
詫
磨
派
」
の
明
確
な
活
動
の
形
跡
を
認
め
る
に

は
、
一
四
世
紀
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
主
に
真
言
律
宗
、
称
名
寺
周
辺
で
活
動
し
た
澤
間
長
祐
の
称
名
寺
所
蔵
「
三
千

仏
図
」
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
、
法
雲
寺
所
蔵
「
仏
浬
藥
図
」
な
ど
が
現
存
す
る
。
鎌
倉
で
も
活
発
な
活
動
を
展
開
し
た
よ
う
で
、

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
な
ど
に
形
跡
が
散
見
す
る
。
ま
た
鎌
倉
の
臨
済
宗
建
長
寺
派
、
報
国
寺
付
近
の
地
が
「
宅
間
谷
」

（
旧
）

（
た
く
ま
が
や
つ
）
、
同
寺
ｊ
ｂ
「
宅
間
寺
」
と
別
称
さ
れ
、
関
東
詫
磨
派
の
拠
点
と
目
さ
れ
て
い
る
。
同
寺
の
開
基
上
杉
重
能

（
？
～
’
三
四
九
）
と
そ
の
縁
者
が
宅
間
上
杉
を
名
乗
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
地
名
や
報
国
寺
の
別
称
の
由
来
で
あ
ろ
う
こ
と
は

想
像
に
難
く
な
い
。
従
っ
て
、
上
杉
氏
に
由
来
す
る
「
タ
ク
マ
」
と
、
流
派
の
「
タ
ク
マ
」
を
混
用
し
た
結
果
、
こ
の
地
が
関

（
Ｍ
）

東
詫
磨
派
の
拠
点
と
看
倣
共
こ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
方
で
、
同
寺
所
蔵
「
文
殊
大
士
像
」
な
ど
は
、
関
東
詫
磨
派
の
作
の
一
つ

と
し
て
再
考
し
得
る
作
品
で
あ
り
、
か
つ
詫
磨
法
服
作
と
伝
え
ら
れ
る
「
十
大
弟
子
像
」
の
模
刻
像
〈
明
治
二
四
年
（
’
八
九
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こ
の
火
災
焼
生

雑
に
し
て
い
る
。

一
服
〉

但
し
、
こ
れ
ら
作
品
の
中
に
は
、
厳
密
な
作
者
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
て
い
な
い
Ｊ
も
の
Ｊ
㈹
）
あ
り
、
全
て
を
栄
賀
の
筆
に

帰
す
に
は
注
意
を
要
す
る
。
制
作
年
代
が
明
ら
か
な
作
は
少
な
く
、
唯
一
（
一
）
「
柿
本
人
麻
呂
像
」
が
、
性
海
霊
見
（
一
一
一
一

一
五
～
九
六
）
が
応
永
二
年
（
一
三
九
五
）
に
着
賛
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
れ
以
前
と
判
明
す
る
の
み
で
あ
る
。
以
上
の
通
り
、
複

以
上
、
迂
遠
で
は
あ
る
が
、
詫
磨
派
の
概
要
を
述
べ
た
。
次
に
、
本
稿
で
扱
う
栄
賀
を
紹
介
し
、
そ
の
課
題
を
指
摘
し
た
い
。

詫
磨
栄
賀
と
は
血
縁
、
師
弟
関
係
が
不
明
な
南
北
朝
時
代
二
四
世
紀
の
絵
仏
師
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
賀
」
字
を
付
け
て

い
る
こ
と
か
ら
、
彼
が
伝
統
的
な
詫
磨
派
に
連
な
る
系
譜
意
識
を
備
え
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
栄
賀
筆
と
し
て
以
下

の
作
品
が
現
存
す
る
（
画
題
五
○
音
順
）
。

／￣、グー、／■へ／~、／￣､／￣、／戸、／￣、

八七六五四三二
、－〆、－〆、－〆、－〆、－〆、=〆、－〆、－〆

の
火
災
焼
失
後
の
新
補
像
〉
の
内
六
体
（
四
体
は
寿
福
寺
所
蔵
）
が
現
存
し
、
関
東
詫
磨
派
と
報
国
寺
の
関
係
の
問
題
を
複

常
盤
山
文
庫
所
蔵
「
柿
本
人
麿
像
」
一
幅

京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
「
釈
迦
三
尊
・
羅
漢
図
」
二
幅

藤
田
美
術
館
所
蔵
「
十
六
羅
漢
図
」
一
六
幅

フ
リ
ア
美
術
館
所
蔵
「
普
賢
菩
薩
図
」
｜
幅

三
重
県
四
日
市
市
・
臨
済
宗
妙
心
寺
派
大
樹
寺
所
蔵
「
仏
浬
藥
図
」
一
幅

静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
所
蔵
「
不
動
明
王
二
童
子
像
」
一
幅

個
人
蔵
「
布
袋
図
」
一
幅

出
光
美
術
館
所
蔵
「
山
越

「
山
越
阿
弥
陀
図
」
一
幅
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数
伝
わ
る
栄
賀
の
作
品
に
、
技
法
（
濃
彩
、
水
墨
）
や
、
画
題
か
ら
推
測
さ
れ
る
宗
派
に
一
貫
性
は
認
め
ら
れ
な
い
。
海
老
根

（
脇
〉

聰
郎
氏
は
、
画
題
に
応
じ
て
技
法
を
使
い
分
け
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
筆
者
も
こ
の
見
解
に
賛
同
す
る
。
制
作
環
境
が

明
ら
か
な
作
も
無
い
が
、
禅
宗
と
の
関
係
を
示
す
例
は
複
数
あ
げ
ら
れ
る
。
列
挙
し
た
い
。
（
ご
「
柿
本
人
麻
呂
像
」
の
着
賛

者
が
五
山
禅
僧
性
海
霊
見
で
あ
る
こ
と
、
（
’
一
）
「
釈
迦
三
尊
・
羅
漢
図
」
は
京
都
の
日
蓮
宗
、
頂
妙
寺
旧
蔵
な
が
ら
、
そ
の
図

様
（
か
た
ち
）
が
現
在
禅
宗
に
多
く
伝
わ
る
中
世
の
同
一
画
題
作
品
と
共
通
す
る
こ
と
、
（
三
）
「
十
六
羅
漢
図
」
は
、
そ
の
画

（
〃
）

（
鵬
）

題
が
禅
宗
で
好
ま
れ
た
の
み
で
は
な
く
、
元
々
臨
済
宗
寺
院
（
現
在
は
黄
檗
宗
）
の
肥
前
安
国
寺
旧
蔵
で
あ
る
こ
と
、
（
四
）

「
普
賢
菩
薩
図
」
、
（
七
）
「
布
袋
図
」
が
、
当
時
禅
宗
で
流
行
し
た
水
墨
仏
画
の
ス
タ
イ
ル
を
採
る
こ
と
、
（
五
）
「
仏
浬
藥

図
」
の
現
所
蔵
と
限
定
す
れ
ば
、
そ
れ
が
臨
済
宗
寺
院
で
あ
る
こ
と
、
が
指
摘
出
来
る
。
密
教
寺
院
と
の
接
触
を
思
わ
せ
る

（
脳
）

（
六
）
「
不
動
明
王
二
童
子
像
」
も
残
さ
れ
て
お
り
、
禅
宗
専
門
の
絵
仏
師
と
は
一
一
一
一
口
い
難
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
世
紀
の
長

賀
に
見
る
密
教
寺
院
と
の
繋
が
り
を
基
盤
に
し
た
、
一
回
性
の
強
い
禅
宗
絵
画
制
作
と
は
異
な
り
、
継
続
的
に
図
画
に
携
わ
っ

て
い
た
こ
と
は
示
し
て
い
よ
う
。
少
な
く
と
も
絵
画
の
制
作
発
注
者
と
し
て
禅
宗
の
比
重
が
大
き
く
な
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
詫
磨
派
に
お
け
る
禅
宗
と
の
関
係
は
、
’
三
世
紀
の
長
賀
と
一
四
世
紀
の
栄
賀
で
大
き
く
相
違
す
る
の
で
あ
る
。

｛
釦
｝

こ
の
背
塁
泉
に
は
、
一
四
世
紀
に
入
り
隆
盛
を
迎
え
た
禅
宗
寺
院
お
け
る
大
量
の
絵
画
の
需
要
が
あ
る
。
ま
た
、
詫
磨
派
の
制
作

基
盤
た
る
東
密
系
大
寺
院
な
ど
と
同
派
の
関
係
自
体
が
、
当
該
期
の
混
乱
を
背
景
に
変
容
し
つ
つ
あ
っ
た
の
や
も
知
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
禅
宗
（
臨
済
宗
）
と
の
接
触
を
密
に
持
っ
た
絵
仏
師
栄
賀
の
動
向
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
南
北
朝
時
代
の

禅
宗
を
取
り
巻
く
宗
教
的
、
文
化
的
環
境
を
考
え
る
上
で
も
、
重
要
と
考
え
る
。
東
福
寺
周
辺
で
活
躍
し
た
良
詮
（
全
も
栄

賀
に
遡
り
登
場
し
て
お
り
、
栄
賀
は
特
異
な
絵
仏
師
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
禅
宗
と
絵
仏
師
と
い
う
側
面
に
て
パ
ラ
レ
ル
に

語
る
こ
と
の
可
能
な
複
数
の
人
物
の
一
人
と
看
倣
し
た
い
。

栄
賀
に
関
す
る
課
題
は
幾
つ
か
あ
る
。
一
つ
は
、
前
述
し
た
通
り
、
作
品
の
作
者
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
十
全
に
は
得
ら
れ
て
い
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な
い
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
編
年
や
作
風
な
ど
、
作
品
面
の
課
題
は
多
い
。
制
作
背
景
が
判
明
す
る
作
品
は
少
な
く
、
唯
一

（
二
「
柿
本
人
麻
呂
像
」
が
京
都
五
山
周
辺
で
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
、
賛
者
よ
り
指
摘
出
来
る
に
留
ま
る
。
ま
た
一
つ
は
、

文
献
資
料
に
関
し
て
で
あ
る
。
絵
仏
師
へ
の
言
及
が
同
時
代
の
文
献
資
料
で
為
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
稀
で
、
栄
賀
も
そ
の
例
に
漏

れ
な
い
。
従
っ
て
、
栄
賀
の
活
動
を
追
究
す
る
に
は
、
作
品
の
分
析
の
み
な
ら
ず
、
他
の
補
足
的
な
資
料
か
ら
穴
埋
め
を
行
う

作
業
が
必
要
と
な
る
。
栄
賀
に
関
す
る
後
世
の
言
及
、
特
に
江
戸
時
代
以
降
の
そ
れ
は
、
無
数
に
発
見
出
来
る
。
本
稿
で
は
、

禅
宗
と
絵
仏
師
と
の
関
係
を
考
え
る
上
で
重
要
な
人
物
、
栄
賀
の
伝
承
資
料
を
『
本
朝
画
史
」
を
中
心
に
検
討
、
整
理
し
、
復

元
的
な
絵
仏
師
の
考
察
を
後
世
資
料
か
ら
行
う
上
で
の
試
案
を
示
す
こ
と
と
す
る
。

栄
賀
に
関
す
る
最
初
期
の
文
献
資
料
は
、
狩
野
山
雪
（
’
五
八
九
～
一
六
五
一
）
・
永
納
（
’
六
一
一
一
一
～
九
七
）
父
子
が
編
纂
し
、

〈
幻
）

元
禄
四
年
（
’
六
九
一
）
に
刊
行
さ
れ
た
日
本
で
最
初
の
本
格
的
な
絵
師
論
、
『
本
朝
画
史
』
所
収
の
栄
賀
伝
で
あ
る
。

（
原
文
）

宅
磨
栄
賀
画
釈
迦
・
文
殊
・
普
賢
三
尊
、
自
書
宅
磨
、
世
多
作
宅
間
、
栄
賀
者
勝
賀
商
乎
。
不
知
其
実
否
。
観
其
仏

像
、
頗
似
李
竜
眼
・
顔
輝
。
先
是
未
着
此
体
、
蓋
変
倭
画
之
古
風
、
而
新
学
中
華
之
筆
法
者
、
多
始
於
此
乎
。

像
、
頗
似
李
金

（
書
き
下
し
文
）

宅
磨
栄
賀
釈
迦
・
文
殊
・
普
賢
三
尊
を
画
く
に
、
自
ら
「
宅
磨
」
と
書
す
も
、
世
に
多
く
「
宅
間
」
に
作
る
。
栄
賀

は
勝
賀
の
商
な
る
か
。
其
の
実
な
る
や
否
や
を
知
ら
ず
。
其
の
仏
像
を
観
る
に
、
頗
る
季
竜
眠
・
顔
輝
に
似
た
り
。
是
れ

三
近
世
に
お
け
る
詫
磨
栄
賀
に
関
す
る
伝
承
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前
述
し
た
（
二
）
「
釈
迦
三
尊
・
羅
漢
図
」
を
指
す
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
唯
一
画
題
と
し
て
紹
介
し
て
あ
る
の
が
、

禅
宗
に
お
い
て
も
広
く
受
容
さ
れ
た
釈
迦
三
尊
で
あ
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
本
稿
で
は
特
に
栄
賀
伝
の
後
半
に
記
さ
れ
た
「
蓋

変
倭
画
之
古
風
、
而
新
学
中
華
之
筆
法
者
、
多
始
於
此
乎
」
の
部
分
、
即
ち
、
中
国
画
を
学
び
、
や
ま
と
絵
の
画
風
を
変
革
し

｛
狸
｝

た
端
緒
と
し
て
の
栄
賀
像
に
焦
点
を
あ
て
た
い
。
な
お
、
美
術
史
で
は
平
田
寛
氏
が
現
在
の
詫
磨
派
理
解
に
お
け
る
「
本
朝
画

（
郡
）

史
」
の
影
響
を
指
摘
さ
れ
、
榊
原
悟
氏
は
狩
野
光
信
（
一
五
六
一
・
六
五
～
’
六
○
八
）
や
土
佐
光
茂
（
’
六
世
紀
中
頃
に
活
羅
）

一
別
）

が
語
ら
れ
る
際
の
基
調
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
も
簡
単
に
栄
賀
に
関
す
る
伝
承
を
辿
っ
た
こ
と
が
あ

る
が
、
本
稿
で
は
栄
賀
に
つ
い
て
よ
り
検
証
す
る
資
料
を
増
や
す
と
と
も
に
、
特
に
近
世
に
絞
り
追
究
す
る
こ
と
と
す
る
。

前
掲
「
本
朝
画
史
」
は
、
近
世
の
美
術
言
説
に
強
い
影
響
力
を
持
っ
た
。
例
え
ば
、
寛
政
の
改
革
を
行
っ
た
松
平
定
信
二

（
鰯
）

七
五
一
二
～
一
八
二
九
）
に
従
っ
た
絵
師
、
谷
文
晁
（
一
七
六
一
一
一
～
一
八
一
一
九
）
が
著
し
た
「
本
朝
画
纂
』
に
は
以
下
の
通
り
記
さ
れ

て
い
る
。

（
書
き
下
し
文
）

宅
磨
栄
賀

（
原
文
）

宅
磨
栄
賀
画
道
釈
人
物
、
自
書
宅
磨
、
世
多
作
宅
間
。
観
其
仏
像
、
頗
得
宋
元
風
格
。
蓋
変
倭
画
之
古
風
、
而
新
学

中
華
之
筆
法
者
、
多
始
此
乎
。
性
海
謹
霊
見
、
東
福
寺
虎
関
・
湛
照
後
住
。
退
耕
庵
性
海
賛
、
人
丸
図
。

よ
り
先
に
未
だ
此
の
体
を
着
ざ
れ
ぱ
、
蓋
し
倭
画
の
古
風
を
変
じ
て
、
新
た
に
中
華
の
筆
法
を
学
ぶ
者
は
、
多
く
此
れ
に

始
ま
る
か
。

道
釈
人
物
を
画
く
に
、
自
ら
「
宅
磨
」
と
害
す
も
、
世
に
多
く
「
宅
間
」
に
作
る
。
其
の
仏
像
を
観
る
に
、
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「
本
朝
画
墓
』
で
は
、
性
海
霊
見
着
賛
の
（
ご
常
盤
山
文
庫
所
蔵
「
柿
本
人
麻
呂
像
」
と
息
し
き
作
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
そ
の
文
言
は
「
本
朝
画
史
』
を
ほ
ぼ
忠
実
に
引
い
て
い
る
こ
と
が
、
一
見
し
て
看
取
さ
れ
る
。
さ
ら
に
資
料
を
確
認
し

た
い
。
次
は
安
政
六
年
（
’
八
五
九
）
に
有
職
故
実
に
詳
し
い
和
学
者
、
斉
藤
彦
麻
呂
（
一
七
七
一
一
丁
一
八
五
四
）
若
の
『
図
画

（
麺
）

考
』
で
あ
る
。

（
原
文
）

宅
磨
栄
賀
或
作
永
賀
。
尾
州
智
多
郡
薬
王
山
法
海
寺
花
生
院
舞
藷
宗
、
三
千
仏
・
宅
磨
栄
賀
筆
酩
鍬
・
人
丸
像
。
肥
前

神
崎
郡
朝
日
山
安
国
寺
蔵
、
羅
漢
像
十
六
幅
醜
釧
。
宅
磨
栄
賀
画
釈
迦
・
文
殊
・
普
賢
一
一
一
尊
、
観
其
仏
像
、
頗
似
李
龍

眼
・
顔
輝
。
先
是
未
着
此
体
、
蓋
変
倭
画
之
古
風
、
而
新
学
中
華
之
筆
法
者
、
多
始
於
此
乎
。
墨
画
観
音
・
摩
古
仙
・
真

布
袋
・
太
子
孝
養
影
糀
艫
耀
蒟
寺
什
・
墨
書
十
六
羅
漢
・
菅
神
像
・
瀧
見
布
袋
。

（
書
き
下
し
文
）

・
つ

頗
る
宋
元
の
風
格
を
得
。
蓋
し
倭
画
の
古
風
を
変
じ
て
、
新
た
に
中
華
の
筆
法
を
学
ぶ
者
は
、
多
く
此
れ
に
始
●
ま
る
か
。

性
海
、
誰
は
霊
見
、
東
福
寺
虎
関
・
湛
照
の
後
住
。
退
耕
庵
性
海
賛
の
「
人
丸
図
」
。

宅
磨
栄
賀
或
い
は
「
永
賀
」
に
作
る
。
尾
州
智
多
郡
薬
王
山
法
海
寺
花
生
院
（
天
台
宗
。
寺
宝
）
「
三
千
仏
」
・
宅
磨

栄
賀
筆
二
名
所
図
絵
」
）
・
「
人
丸
像
」
。
肥
前
神
崎
郡
朝
日
山
安
国
寺
蔵
の
「
羅
漢
像
」
十
六
幅
（
印
有
り
。
自
ら
書
す
）
。

宅
磨
栄
賀
、
釈
迦
・
文
殊
・
普
賢
の
三
尊
を
画
く
。
其
の
仏
像
を
観
る
に
、
頗
る
季
龍
眠
・
顔
輝
に
似
た
り
。
是
れ
よ
り

先
に
未
だ
此
の
体
を
着
ざ
れ
ぱ
、
蓋
し
倭
画
の
古
風
を
変
じ
て
、
新
た
に
中
華
の
筆
法
を
学
ぶ
者
は
、
多
く
此
れ
に
始
ま

る
か
。
「
墨
画
観
音
」
・
「
摩
古
仙
」
・
「
真
布
袋
」
・
「
太
子
孝
養
影
」
（
賛
は
夢
窓
、
泉
州
源
光
寺
什
）
・
「
墨
書
十
六
羅
漢
」
。
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以
上
の
通
り
、
文
章
の
前
後
に
多
数
の
栄
賀
筆
作
品
を
伝
え
る
。
夢
窓
疎
石
（
’
一
一
七
五
１
一
三
五
一
）
着
賛
の
「
聖
徳
太
子

孝
養
像
」
の
存
在
を
指
摘
し
て
お
り
、
禅
宗
と
の
繋
が
り
を
示
す
一
つ
の
傍
証
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
｜
方
、
栄
賀
の
説
明

で
は
『
本
朝
画
墓
』
同
様
、
「
本
朝
画
史
」
を
踏
襲
す
る
。

〈
”
）

次
い
で
江
戸
時
代
末
期
、
幕
府
御
絵
番
掛
で
あ
っ
た
朝
岡
興
禎
（
’
八
○
○
～
五
六
）
が
著
し
た
「
古
画
備
考
」
を
見
た
い
。

（
原
文
）

宅
磨
栄
賀
或
作
永
賀
。
栄
賀
、
釈
迦
文
普
三
尊
、
白
（
マ
マ
、
「
目
」
ヵ
）
書
宅
磨
、
世
多
作
宅
間
。
勝
賀
喬
乎
。
不

知
其
実
否
。
観
其
仏
像
、
頗
似
季
竜
眠
・
顔
輝
、
先
是
未
着
此
体
、
蓋
変
倭
画
之
古
風
、
而
新
学
中
華
之
筆
法
者
、
多
始

於
此
乎
幽
。
異
本
古
画
系
図
云
、
宅
間
永
賀
法
眼
為
行
ノ
子
二
系
、
中
興
名
筆
。
宅
磨
栄
賀
面
魂
轆
轆
一
一
観
音
彩
色
、
賛
寧

一
山
。
栄
賀
画
歌
神
像
賄
賛
、
性
海
霊
見
鰄
跨
セ
屋
蔵
。

一
山
。
栄
賀
舌

（
書
き
下
し
文
）

宅
磨
栄
賀
或
い
は
「
永
賀
」
に
作
る
。
栄
賀
の
「
釈
迦
文
普
三
尊
」
に
は
、
自
ら
宅
磨
と
書
す
も
、
世
に
多
く
「
宅

間
」
に
作
る
。
勝
賀
の
高
な
る
か
。
其
の
実
な
る
や
否
や
を
知
ら
ず
。
其
の
仏
像
を
観
る
に
、
頗
る
李
竜
眠
・
顔
輝
に
似

た
り
。
是
れ
よ
り
先
に
未
だ
此
の
体
を
着
ざ
れ
ぱ
、
蓋
し
倭
画
の
古
風
を
変
じ
て
、
新
た
に
中
華
の
筆
法
を
学
ぶ
者
ば

か
か

多
く
此
れ
に
始
ま
る
か
（
「
画
史
」
）
。
異
本
『
古
画
系
図
』
に
云
う
、
「
宅
間
永
賀
（
法
服
）
は
為
行
の
子
に
系
る
。
中
興

の
名
筆
な
り
」
と
。
宅
磨
栄
賀
の
画
（
例
の
竪
長
二
重
廓
印
）
の
「
観
音
彩
色
」
、
賛
は
寧
一
山
。
栄
賀
画
の
「
歌
神
像
」

（
印
有
り
）
、
賛
は
性
海
霊
見
（
下
谷
森
伊
セ
屋
蔵
）
。

「
菅
神
像
」
・
「
瀧
見
布
袋
」
。
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一
方
、
「
本
朝
画
史
』
の
文
一
一
一
一
口
を
採
用
し
な
い
画
史
画
伝
も
存
在
す
る
。
例
え
ば
、
伝
新
井
白
石
（
一
六
五
七
～
一
七
二
五
）

（
四
）

〈
鋤
〉

箸
「
画
工
便
覧
」
や
、
一
八
世
紀
中
頃
に
出
版
さ
れ
た
鑑
定
家
の
浅
井
不
旧
（
’
八
世
紀
前
半
に
活
躍
）
箸
『
扶
桑
名
公
画
誠
咀
」

な
ど
で
あ
る
。
両
者
の
文
言
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
紙
面
の
関
係
上
後
者
の
み
取
り
上
げ
る
（
括
弧
内
筆
者
）
。

以
上
、
幾
つ
か
の
文
献
資
料
を
確
認
し
、
「
本
朝
画
史
」
が
後
世
の
記
述
に
与
え
た
影
響
を
指
摘
し
た
。
作
品
が
新
た
に
挿

入
さ
れ
る
傾
向
は
認
め
ら
れ
る
が
、
『
本
朝
画
史
」
の
記
述
自
体
は
、
そ
れ
ら
記
録
の
骨
格
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、

近
代
の
画
史
画
伝
、
美
術
家
事
典
の
類
に
も
、
『
本
朝
画
史
』
の
跡
が
広
範
に
認
め
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
鑑
定
家
、
古
筆
了
仲

（
蝿
〉

（
一
八
一
一
○
～
九
一
）
が
明
治
一
一
一
年
（
’
八
八
八
）
に
著
し
た
「
扶
桑
画
人
伝
」
を
確
認
す
る
に
留
め
た
い
。

こ
の
よ
う
に
、
「
古
画
備
考
』
に
も
幾
つ
か
の
栄
賀
筆
作
品
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
「
画
史
」
と
朝
岡
が
記
す
通
り
、

「
本
朝
画
史
」
の
記
述
が
踏
襲
さ
れ
る
。
な
お
、
禅
宗
と
の
関
連
か
ら
述
べ
る
な
ら
ば
、
｜
山
一
寧
（
’
二
四
七
－
一
一
一
一
一
七
）

の
着
賛
作
品
の
記
載
が
注
意
を
引
く
。

（
原
文
）

宅
磨
栄
賀
叙
法
眼
。
大
和
人
。
画
設
色
十
六
羅
漢
及
仏
像
画
、
頗
兼
宋
朝
画
風
有
功
。
尤
長
於
仏
像
、
岩
樹
次
下
之
。

世
謂
宅
間
風
為
寺
宝
。
乾
元
年
中
人
。

栄
賀
宅
磨
ノ
家
名
ヲ
嗣
グ
。
父
子
伝
統
不
詳
。
画
ヲ
以
テ
法
服
二
任
ス
。
毎
二
釈
迦
文
殊
普
賢
ノ
三
尊
ヲ
画
テ
、
自

ラ
宅
磨
ト
書
ス
。
其
仏
像
ヲ
見
ル
ー
元
ノ
顔
輝
ノ
筆
意
一
一
似
タ
リ
。
先
二
此
体
ヲ
見
ス
。
蓋
シ
倭
画
ノ
古
風
ヲ
変
シ
テ
新

一
一
漢
土
ノ
筆
法
ヲ
学
フ
コ
ト
、
多
ク
ハ
此
二
始
ル
乎
・
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こ
の
記
述
に
は
、
「
本
朝
画
史
」
の
文
言
が
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
「
頗
兼
宋
朝
画
風
有
功
」
と
、
栄
賀
に
中
国
絵

画
を
学
ん
だ
絵
仏
師
と
評
価
を
与
え
て
い
る
。
従
っ
て
、
字
句
レ
ベ
ル
で
は
「
本
朝
画
史
』
と
は
異
な
る
も
の
の
、
そ
の
意
味

す
る
と
こ
ろ
ｌ
蓋
変
倭
画
之
古
風
而
新
学
中
華
之
筆
法
者
多
始
於
此
乎
１
，
は
継
承
き
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
出
来

る
（
古
画
鑑
定
を
生
業
と
す
る
浅
井
不
旧
の
著
作
に
さ
え
も
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
重
視
し
た
い
）
。
近
世
を
通
じ
て
連
綿
と
繰
り
返

さ
れ
た
「
本
朝
画
史
」
に
端
を
発
す
る
文
言
は
、
あ
る
時
に
は
踏
襲
さ
れ
、
あ
る
時
に
は
言
葉
を
変
え
、
後
世
に
影
響
を
与
え

さ
れ
た
「
本
朝
画
市

続
け
た
の
で
あ
る
。

「
本
朝
画
史
」
は
、
文
献
の
み
な
ら
ず
作
品
の
伝
承
形
成
の
折
も
、
多
分
に
方
向
性
を
与
え
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
個（
釦
）

人
蔵
・
伝
栄
賀
筆
「
羅
漢
図
」
と
、
鑑
定
者
で
あ
る
山
名
貫
義
（
一
八
一
一
一
六
～
一
九
○
一
一
）
を
基
に
簡
単
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る

が
、
本
稿
で
は
異
な
る
作
品
か
ら
考
察
を
進
め
る
。

〈
型
）

前
掲
の
「
図
画
考
』
に
は
、
幾
つ
か
の
栄
賀
筆
作
品
を
紹
介
す
る
中
で
、
「
尾
州
智
多
郡
薬
王
山
法
海
寺
花
生
院
舞
藷
宗
、
一
二

千
仏
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
作
例
は
、
愛
知
県
知
多
市
の
天
台
宗
寺
院
、
法
海
寺
に
現
存
し
、
文
献
資
料
で
も
確
認
出

来
る
有
力
な
伝
栄
賀
筆
作
品
で
あ
る
。

「
三
千
仏
図
」
と
は
、
｜
年
の
罪
障
を
徴
梅
す
る
仏
名
会
の
本
尊
で
あ
る
。
法
海
寺
所
蔵
「
三
千
仏
図
」
（
以
下
、
法
海
寺

（
鋼
）

本
）
は
、
過
去
仏
、
現
在
仏
、
未
来
仏
を
中
尊
と
し
、
そ
の
周
囲
に
千
仏
を
配
置
す
る
一
二
幅
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
紙
背
に
銘
文

（
書
き
下
し
文
）

え
が

宅
磨
栄
賀
法
服
に
叙
せ
ら
る
。
大
和
の
人
。
訴
亟
色
の
十
一
ハ
羅
漢
及
び
仏
像
画
を
画
き
、
頗
る
宋
朝
の
画
風
を
兼
ぬ
る

に
功
有
り
。
尤
も
仏
像
に
長
じ
、
岩
樹
之
に
次
下
す
。
世
に
「
宅
間
風
」
と
謂
い
て
寺
宝
と
為
す
。
乾
元
年
中
（
’
三
○

二
’
三
）
の
人
。
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が
そ
れ
ぞ
れ
記
さ
れ
「
三
千
仏
、
薬
師
如
来
像
、
宅
磨
法
印
栄
賀
筆
、
左
脇
、
共
三
幅
」
（
未
来
仏
幅
）
と
あ
る
。
栄
賀
の
僧
綱

位
に
は
通
常
法
服
位
が
あ
て
ら
れ
る
が
、
法
海
寺
本
は
法
印
位
に
す
る
点
で
も
興
味
深
い
。
古
く
に
遡
る
箱
に
三
幅
は
収
め
ら

れ
、
箱
蓋
表
に
「
宅
磨
栄
賀
筆
、
三
千
仏
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
以
上
の
通
り
、
南
北
朝
時
代
の
栄
賀
筆
と
い
う
伝
承
が
残
さ
れ

て
い
る
が
、
絵
画
自
体
は
江
戸
時
代
後
期
を
遡
ら
な
い
。
恐
ら
く
は
、
「
図
画
考
」
が
成
立
し
た
安
政
六
年
二
八
五
九
）
を
大

き
く
隔
た
ら
な
い
作
画
と
思
わ
れ
る
。
法
海
寺
本
の
よ
う
に
、
制
作
年
代
と
絵
師
の
活
躍
年
代
に
大
き
く
齪
鰯
が
認
め
ら
れ
る

例
は
、
決
し
て
珍
し
く
は
な
い
。
本
稿
で
問
題
と
し
た
い
の
は
、
何
故
一
見
し
て
中
世
に
遡
ら
な
い
作
に
、
栄
賀
筆
と
い
う
伝

承
が
附
さ
れ
た
か
で
あ
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
図
様
（
か
た
ち
）
が
起
因
し
た
可
能
性
を
あ
げ
た
い
。
簡
略
に
述
べ

る
な
ら
ば
、
法
海
寺
本
の
中
尊
の
図
様
は
、
濃
厚
な
中
国
風
の
漂
う
も
の
で
あ
る
。
側
頭
部
は
大
き
く
張
り
出
し
、
如
来
の
纏

っ
た
袈
裟
は
、
蓮
華
坐
の
蓮
華
に
掛
か
り
、
下
に
垂
れ
下
が
る
。
こ
れ
ら
は
中
国
風
の
表
現
と
し
て
、
絵
画
の
み
な
ら
ず
彫
刻

で
も
採
用
さ
れ
た
。
斉
藤
彦
麻
呂
在
世
当
時
、
「
本
朝
画
史
」
に
端
を
発
す
る
文
言
、
あ
る
い
は
起
因
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
多

く
の
書
物
で
繰
り
返
さ
れ
、
伝
播
し
て
い
た
。
法
海
寺
本
を
栄
賀
筆
と
す
る
伝
承
形
成
と
「
図
画
考
」
成
立
の
前
後
関
係
、
あ

る
い
は
斉
藤
が
法
海
寺
本
を
実
見
し
た
か
否
か
に
よ
り
、
多
少
そ
の
性
格
は
異
な
る
。
し
か
し
い
ず
れ
に
せ
よ
、
法
海
寺
本
の

尊
像
が
強
い
中
国
風
の
図
様
で
あ
っ
た
が
故
に
、
中
国
絵
画
を
学
ん
だ
と
評
価
が
固
定
化
さ
れ
た
栄
賀
の
筆
に
擬
さ
れ
た
可
能

性
、
作
品
伝
承
に
対
し
て
も
、
『
本
朝
画
史
』
が
直
接
、
間
接
に
影
響
を
与
え
て
い
た
可
能
性
を
述
べ
た
い
。
「
本
朝
画
史
」
の

呪
縛
と
も
い
え
る
影
響
力
は
、
記
述
の
み
な
ら
ず
、
実
作
品
の
作
者
伝
承
形
成
に
も
認
め
ら
れ
る
。
制
作
年
代
よ
り
先
行
す
る

有
力
な
テ
キ
ス
ト
が
重
視
ざ
れ
伝
承
形
成
が
為
さ
れ
た
可
能
性
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
後
世
の
伝
承
の
み
を
手
掛
か
り
に
、
前

時
代
の
絵
仏
師
に
つ
い
て
復
元
的
に
考
察
す
る
こ
と
に
は
、
多
分
に
注
意
を
要
す
る
の
で
あ
る
。

6０



賀
）
の
墓
碑
銘
を
取
り
上
げ
る
。

一
本
朝
画
史
」
に
端
を
発
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
近
世
を
通
じ
て
語
ら
れ
続
け
た
こ
と
、
そ
し
て
作
品
の
伝
承
形
成
に
際
し
て
も

影
響
力
を
持
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
で
は
、
果
た
し
て
「
本
朝
画
史
』
栄
賀
伝
そ
の
も
の
は
、
ど
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
「
本
朝
画
史
」
編
纂
に
あ
た
り
、
過
去
の
複
数
の
伝
承
が
取
捨
選
択
さ
れ
、
「
新
た
な
伝
承
」
と

し
て
再
構
築
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
い
。
そ
の
例
と
し
て
、
第
一
に
栄
賀
の
印
章
、
第
二
に
詫
磨
派
の
一
人
、
勝
賀
（
澄

（
弧
）

栄
賀
の
印
章
は
、
前
述
し
た
複
数
の
現
存
作
例
に
Ｊ
ｂ
捺
さ
れ
て
い
る
。
●
ま
た
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
「
文
殊
菩
薩
図
」
の
よ

う
に
、
伝
栄
賀
筆
作
品
の
幾
つ
か
に
も
確
認
で
き
、
近
世
の
画
史
画
伝
に
お
い
て
も
度
々
紹
介
さ
れ
た
。
管
見
の
と
こ
ろ
最
も

（
鍋
）

古
い
栄
賀
印
の
紹
介
は
、
寛
文
一
一
一
年
（
一
六
七
一
一
）
、
編
者
不
詳
の
「
弁
玉
集
』
で
為
さ
れ
る
。
注
意
す
べ
き
印
章
は
、
栄
賀

印
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
数
穎
の
内
、
「
松
雛
」
と
読
め
る
方
印
で
あ
る
。
松
黙
と
は
、
室
町
時
代
の
水
墨
画
人
、
天
遊
松

難
（
生
没
年
不
詳
）
を
指
す
と
思
わ
れ
、
栄
賀
と
同
一
人
物
で
は
無
く
、
詫
磨
派
の
一
員
と
も
考
え
難
い
。
寛
政
一
二
年
（
一
八

｛
妬
｝

○
○
）
刊
行
の
松
平
定
信
編
『
集
古
十
種
」
に
黙
り
、
栄
賀
本
人
の
印
章
と
し
て
「
松
籍
」
印
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
印
は
栄
賀
印
と
し
て
あ
る
程
度
認
知
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
一
方
、
「
松
諮
」
印
に
関
し
て
他
の
見
解
も
存
在
す
る
。
『
弁

（
打
）

玉
集
』
を
下
る
元
禄
四
年
（
’
六
九
一
）
の
「
本
朝
画
史
』
所
収
『
本
朝
画
印
」
で
あ
加
ソ
、
栄
賀
と
別
人
の
印
と
し
て
、
「
松

難
」
印
が
収
め
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
「
松
鐇
ス
ミ
エ
ノ
観
音
ヲ
カ
ク
、
牧
難
を
学
ブ
、
或
曰
宅
間
ガ
末
ト
」
と
書
き
添
え
ら
れ

て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
詫
磨
派
の
範
嶬
で
「
弁
玉
葉
」
、
『
本
朝
画
史
」
と
も
に
捉
え
て
い
る
も
の
の
、
両
者
の
「
松
鐇
」

印
の
判
断
に
は
温
度
差
が
認
め
ら
れ
る
。
前
者
で
は
「
松
難
」
印
を
栄
賀
そ
の
人
の
印
章
に
数
え
、
後
者
で
は
、
詫
磨
派
の
末

四
伝
承
の
形
成
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商
の
可
能
性
を
言
及
す
る
に
留
め
る
の
で
あ
る
。
こ
の
認
識
の
相
違
の
原
因
と
し
て
、
「
松
難
」
印
に
付
属
す
る
伝
承
が
、
「
弁

玉
集
』
、
『
本
朝
画
史
』
以
前
に
既
に
複
数
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
編
者
が
、
松
鐇
に
つ
い
て
異
な

る
解
釈
を
示
し
た
、
あ
る
い
は
異
な
る
伝
承
を
基
礎
に
著
述
を
行
っ
た
可
能
性
を
、
筆
者
は
指
摘
し
た
い
。

「
本
朝
画
史
」
が
過
去
の
伝
承
を
再
構
成
し
た
可
能
性
に
関
す
る
例
と
し
て
、
印
章
の
他
に
勝
賀
（
澄
賀
）
の
墓
碑
銘
が
あ

る
。
栄
賀
の
資
料
で
は
な
い
が
、
従
来
美
術
史
に
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
の
機
会
に
そ
れ
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
伝
承
形
成
の
源
泉
「
本
朝
画
史
」
を
扱
う
上
で
の
参
考
と
し
た
い
。

勝
賀
は
前
述
し
た
通
り
、
藤
末
鎌
初
に
活
躍
し
た
詫
磨
派
で
あ
る
。
特
に
江
戸
時
代
以
降
、
澄
賀
と
い
う
絵
仏
師
の
名
と
混

乱
す
る
が
、
勝
賀
と
澄
賀
は
同
一
人
物
を
指
す
と
見
て
問
題
な
い
。
こ
の
勝
賀
（
澄
賀
）
の
墓
は
、
高
山
寺
に
向
う
周
山
街
道

｛
鮒
｝

沿
い
の
京
都
市
右
京
区
鴫
滝
宅
間
町
三
宝
寺
橋
南
誌
叩
に
位
置
す
る
。
町
名
も
墓
、
あ
る
い
は
土
地
に
結
び
つ
い
た
伝
承
に
由
来

す
る
の
で
あ
ろ
う
。
「
法
服
宅
間
勝
賀
終
焉
地
」
と
陰
刻
さ
れ
た
石
柱
の
脇
に
、
高
さ
八
六
・
五
セ
ン
チ
の
墓
石
が
、
そ
の
横
に

高
さ
九
三
・
○
セ
ン
チ
の
墓
碑
が
置
か
れ
る
。
ど
ち
ら
も
大
き
さ
や
石
材
（
墓
と
墓
碑
に
同
じ
石
材
が
使
用
さ
れ
る
）
な
ど
の
点
で

特
異
で
は
な
く
、
敢
え
て
指
摘
す
る
な
ら
ば
、
通
常
禅
僧
に
多
く
用
い
ら
れ
る
卵
塔
の
形
式
が
採
用
さ
れ
て
い
る
程
度
で
あ
る
。

墓
に
銘
文
は
認
め
ら
れ
な
い
一
方
、
墓
碑
は
等
間
隔
で
陰
刻
さ
れ
た
槽
書
に
よ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
長
く
風
雨
に
晒
さ
れ
表

面
が
風
化
し
、
特
に
文
後
半
に
判
読
困
難
な
箇
所
が
多
い
。
管
見
の
と
こ
ろ
、
唯
一
こ
の
墓
碑
の
内
容
を
書
き
留
め
た
の
は
、

昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）
、
京
都
市
立
美
術
工
芸
学
校
校
長
を
勤
め
た
荒
木
矩
（
生
没
年
不
詳
）
が
著
し
た
「
大
日
本
書
画
名
家

（
弧
）

大
観
』
で
あ
る
。
筆
者
の
現
地
調
査
の
結
果
と
、
荒
木
の
記
述
を
照
ム
ロ
し
た
と
こ
ろ
、
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
あ
る
こ
と
が
判

明
し
た
。
長
い
が
全
文
を
掲
載
す
る
（
句
読
点
、
括
弧
内
及
び
改
行
斜
線
筆
者
）
。

（
原
文
）
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（
書
き
下
し
〉

宅
間
勝
賀
者
為
絵
所
。
歴
法
橋
叙
法
眼
。
故
世
称
宅
間
法
服
。
常
信
慕
明
恵
上
／
人
、
而
来
住
栂
尾
。
千
時
春
日
・
住
吉

二
神
、
屡
降
臨
、
親
聰
明
恵
之
法
要
。
然
明
恵
／
之
外
、
無
見
尊
容
者
。
宅
間
請
上
人
曰
、
顧
写
尊
形
、
以
為
衆
生
修
結

縁
。
上
人
曰
、
／
凡
眼
直
拝
神
容
、
則
恐
損
命
。
宅
間
曰
、
難
死
不
敢
悔
実
。
神
亦
憐
其
志
、
暫
示
現
。
／
宅
間
不
堪
歓

喜
。
則
敬
而
拝
写
之
。
今
栂
尾
二
神
尊
像
是
也
。
宅
間
之
志
願
／
已
遂
美
。
喜
帰
京
師
、
於
蕊
誤
墜
馬
而
蜷
芙
。
鳴
呼
、

疾
哉
。
夫
神
之
□
験
、
学
而
不
／
論
之
。
宅
間
雌
末
藝
者
、
其
有
志
家
業
也
、
深
哉
。
誠
殺
身
以
成
仁
之
一
端
乎
。
時
／

人
憐
之
、
建
石
碑
於
迩
地
。
其
後
、
年
久
遠
、
陵
谷
変
遷
、
建
碑
既
絶
、
人
亦
無
知
／
其
蹟
者
。
当
今
、
歎
名
蹟
之
蕪
没
、

再
建
一
箇
片
石
、
卿
記
其
大
概
云
爾
。

延
宝
七
己
未
年
七
月
一
一
一
日
、
画
工
三
宅
陽
心
高
信
建
。

へ

宅
間
勝
賀
は
絵
所
為
・
り
。
法
橋
を
歴
て
、
法
服
に
叙
せ
ら
る
。
故
に
世
に
「
宅
間
法
服
」
と
称
せ
ら
る
。
常
に
明
恵
上
人

し
ば

を
信
慕
し
て
、
栂
尾
に
来
た
ｈ
／
住
す
。
時
に
春
日
・
住
吉
一
一
神
、
屡
し
ば
降
臨
し
、
親
し
く
明
恵
の
法
要
を
聴
く
。
然
れ

ほ
か

ど
ｊ
も
明
恵
の
外
、
尊
容
を
見
る
者
無
し
。
宅
間
、
上
人
に
請
い
て
曰
く
、
「
尊
形
を
顧
写
－
）
て
、
以
て
衆
生
の
為
に
結
縁

を
修
め
ん
」
と
。
上
人
曰
く
、
「
凡
眼
も
て
直
に
神
容
を
拝
せ
ぱ
、
則
ち
恐
ら
く
は
命
を
損
な
わ
ん
」
と
。
宅
間
曰
く
、

「
死
す
と
錐
も
敢
え
て
悔
い
ず
」
と
。
神
も
亦
た
其
の
志
を
憐
れ
み
て
、
暫
し
示
現
す
。
宅
間
、
歓
喜
に
堪
え
ず
。
則
ち

敬
し
て
之
を
拝
写
す
。
今
の
栂
尾
二
神
の
尊
像
是
れ
な
り
。
宅
間
の
志
願
は
巳
に
遂
げ
ら
る
。
喜
び
て
京
師
に
帰
ら
ん
と

Ｉ
）

あ
あ

す
る
に
、
蕊
に
於
い
て
誤
り
て
馬
よ
り
墜
ち
て
蕊
せ
り
。
鳴
呼
、
疾
き
か
な
・
夫
れ
神
の
□
験
（
「
応
験
」
、
「
霊
験
」
ヵ
）

は
、
学
ぴ
て
之
を
論
ぜ
ざ
れ
。
宅
間
は
末
藝
の
者
な
り
と
難
も
、
其
れ
家
業
に
志
有
る
や
、
深
き
か
な
。
誠
に
身
を
殺
し

て
以
て
仁
を
成
す
の
一
端
な
る
か
。
時
人
、
之
を
憐
れ
み
、
石
碑
を
弦
の
地
に
建
つ
。
其
の
後
、
年
久
遠
に
し
て
、
陵
谷

い
ま

ぷ
ぼ
つ

変
遷
す
れ
ば
、
建
碑
は
既
に
絶
え
、
人
も
亦
た
其
の
蹟
を
知
る
者
無
し
。
当
今
、
名
蹟
の
蕪
没
を
歎
き
、
再
び
一
箇
の
片

6３



墓
碑
の
骨
子
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
１
１
宅
間
法
服
と
称
さ
れ
る
絵
仏
師
勝
賀
は
、
常
に
高
山
寺
の
明
恵
を
信
奉
し
て
い

た
。
あ
る
日
、
明
恵
の
法
要
を
聞
く
た
め
、
春
日
・
住
吉
明
神
が
降
臨
し
て
き
た
。
そ
の
両
神
を
写
そ
う
と
欲
し
た
勝
賀
は
、

明
恵
に
自
ら
の
意
思
を
告
げ
た
が
、
明
恵
は
凡
人
が
直
に
神
を
見
る
と
命
を
落
す
と
警
告
し
、
翻
意
を
促
し
た
。
し
か
し
、
勝

賀
は
両
神
を
写
し
、
嬉
々
と
し
て
京
都
に
戻
っ
た
が
、
明
恵
の
言
葉
通
り
、
途
中
こ
の
地
（
鳴
滝
）
で
落
馬
し
て
残
し
た
。
世

の
人
は
、
私
心
無
き
勝
賀
の
志
を
憐
れ
み
、
石
碑
を
建
立
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
碑
も
絶
え
て
久
し
い
。
今
再
び
石
を
建
て
多

少
の
文
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
１
．
勝
賀
と
明
恵
の
関
係
は
確
認
出
来
な
い
が
、
俊
賀
が
鯛
恵
関
係
の
図
画
に
携
わ
っ
て
い

（
㈹
）

た
こ
と
が
『
高
山
寺
縁
起
』
な
ど
よ
り
明
ら
か
で
あ
り
、
流
派
レ
ベ
ル
で
は
事
実
無
根
と
一
一
一
一
口
い
難
い
。
明
恵
と
両
明
神
と
の
関

係
も
本
墓
碑
銘
以
前
か
ら
語
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容
は
建
立
者
三
宅
陽
心
の
創
意
で
は
な
い
。
こ
の
墓
碑
銘
の
典
拠
は
不
明

で
あ
る
が
、
先
行
す
る
伝
説
は
存
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
三
宅
高
信
（
一
七
世
紀
後
半
頃
に
活
躍
）
と
は
、
文
政
二
年
（
一

｛
佃
）

八
一
九
）
に
桧
山
義
慎
（
一
七
七
一
二
～
’
八
四
二
）
が
著
し
た
「
続
本
朝
画
史
」
に
て
、
明
恵
、
俊
賀
の
後
に
「
所
画
之
図
巻
、

今
在
高
山
寺
」
（
画
く
所
の
図
巻
、
今
高
山
寺
に
在
り
）
と
紹
介
さ
れ
る
絵
師
で
あ
る
。
こ
の
記
述
か
ら
彼
の
事
跡
の
詳
細
を
窺
い

知
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
鳴
滝
周
辺
の
在
地
絵
師
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
彼
が
、
過
去
の
著
名
な
絵
仏
師
、
勝
賀
を

自
ら
の
在
所
に
引
き
付
け
て
建
立
し
て
い
る
点
で
、
興
味
を
引
く
。

こ
の
墓
碑
は
建
立
間
も
無
く
識
者
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
建
立
か
ら
僅
か
七
年
を
経
た
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
、
林

（
鰹
｝

羅
山
（
’
五
八
二
一
～
一
六
五
七
）
の
門
人
黒
川
道
祐
（
？
～
’
六
九
一
）
が
編
纂
し
た
「
雍
州
府
志
』
巻
一
○
に
記
録
さ
れ
る
こ

と
と
な
る
（
句
読
点
及
び
括
弧
内
筆
者
）
。

い
ざ
ざ

石
を
建
て
、
肌
か
其
の
大
概
を
記
し
て
Ｉ
し
か
云
う
の
み
。

延
宝
七
己
未
年
（
一
六
七
九
）
七
月
一
一
一
日
、
画
工
三
宅
陽
心
高
信
建
つ
。
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そ
の
後
も
度
々
墓
は
紹
介
さ
れ
、
そ
の
存
在
が
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
正
徳
二
年
（
’
七
二
一
）
に
大
坂
の
医
師
、
寺

（
綱
）

島
良
安
（
生
没
年
不
詳
）
に
よ
り
刊
行
さ
れ
た
百
科
辞
典
「
和
漢
三
才
図
〈
玄
」
の
「
旧
跡
大
略
」
に
は
、
「
宅
間
法
印
塚
、
在
鳴

滝
」
と
、
墓
碑
の
抜
粋
と
と
も
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
西
本
願
寺
に
仕
え
た
西
村
兼
文
（
一
八
三
二
－
九
六
）
が
著
し

（
州
）

た
「
画
家
墳
墓
記
』
に
は
、
彼
が
探
訪
し
た
山
城
所
在
の
絵
師
の
墓
一
五
一
基
の
一
つ
と
し
て
、
「
詫
間
法
眼
勝
賀
、
鳴
滝
村

道
傍
」
と
勝
賀
の
墓
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
最
も
本
稿
に
て
重
要
で
あ
る
の
は
、
こ
の
墓
碑
に
「
本
朝
画
史
」
の
編
纂
者
も
関
心
を
寄
せ
て
い
る
こ
と
で
あ

一
幅
）

る
。
墓
碑
の
存
在
を
盛
り
込
ん
だ
上
で
、
詳
述
し
て
い
る
。

（
原
文
）

宅
問
澄
賀
叙
法
印
。
性
能
図
画
、
仏
像
人
物
藻
神
妙
、
生
気
活
動
。
兼
工
雑
画
、
九
条
藤
相
公
、
使
澄
賀
写
法
然
上

人
之
真
。
今
在
嵯
峨
二
尊
院
。
所
謂
足
引
之
影
者
是
也
。
凡
欲
画
上
人
像
者
、
皆
因
之
。
栂
尾
高
山
寺
有
春
日
・
住
吉
二

馬
而
死
、
ロ

（
書
き
下
し
）

（
原
文
）

宅
間
法
服
の
塔
鳴
爆
（
滝
）
の
北
に
在
り
。
絵
所
宅
間
法
服
勝
賀
、
願
望
に
依
り
て
、
栂
尾
の
春
日
明
神
の
神
影
を

写
し
、
帰
京
の
時
、
蕊
に
於
い
て
馬
よ
り
塵
ち
て
死
せ
り
。
是
れ
親
依
し
て
神
像
を
拝
す
る
の
崇
り
な
れ
ば
、
則
ち
斯
の

処
に
葬
り
て
塔
を
建
つ
。

宅
間
法
服
塔
在
鳴
爆
（
滝
）
北
。
絵
所
宅
間
法
眼
勝
賀
、
依
願
望
、
写
栂
尾
春
日
明
神
之
神
影
、
帰
京
時
、
於
蕊
墜

馬
而
死
、
是
親
依
拝
神
像
之
崇
也
、
則
葬
斯
処
建
塔
。
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「
本
朝
画
史
』
の
記
述
と
墓
碑
の
文
言
自
体
は
異
な
る
。
し
か
し
内
容
の
骨
子
、
第
一
に
、
春
日
、
住
吉
明
神
が
明
恵
の
教

え
を
聞
き
に
来
た
と
い
う
伝
説
を
収
め
る
点
、
第
二
に
、
勝
賀
、
あ
る
い
は
澄
賀
が
明
恵
に
明
神
像
を
写
す
希
望
を
述
べ
、
そ

れ
に
対
し
明
恵
は
凡
人
が
見
た
ら
被
害
に
遭
う
と
論
し
て
い
る
点
、
そ
し
て
最
後
に
、
明
恵
の
言
葉
通
り
、
写
し
た
後
、
洛
中

に
戻
る
途
中
で
落
馬
し
て
残
し
た
と
い
う
点
、
は
同
様
で
あ
る
。
「
本
朝
画
史
」
の
末
尾
に
「
今
宅
間
之
塚
在
鳴
滝
」
と
記
さ

れ
て
い
る
が
、
前
述
の
「
雍
州
府
志
』
の
編
者
黒
川
道
祐
は
、
「
本
朝
画
史
』
編
纂
に
あ
た
り
狩
野
永
納
に
助
力
を
与
え
て
お

り
、
墓
の
情
報
も
黒
川
周
辺
か
ら
得
た
の
で
あ
ろ
う
。
果
た
し
て
『
本
朝
画
史
」
の
記
述
が
、
墓
碑
銘
を
参
照
し
た
上
で
成
立

し
た
か
否
か
は
定
か
で
は
な
い
。
「
俗
云
」
と
記
さ
れ
る
通
り
、
勝
賀
（
澄
賀
）
死
硬
伝
説
は
既
に
巷
に
流
布
し
て
い
た
可
能

（
書
き
下
し
文
）

い
た

宅
間
澄
賀
法
印
に
叙
せ
ら
る
。
性
、
図
画
を
能
く
し
、
仏
像
人
物
は
神
妙
に
藻
り
、
生
気
活
動
す
。
兼
ね
て
雑
画
に

た
く
み

い
わ
ゆ

工
な
り
。
九
条
藤
相
公
、
澄
賀
を
し
て
法
然
上
人
の
真
を
写
き
し
む
。
〈
Ｔ
、
嵯
峨
の
一
一
尊
院
に
在
り
。
所
謂
る
「
足
引

の
影
」
な
る
者
是
れ
な
り
。
凡
そ
上
人
の
像
を
画
か
ん
と
欲
す
る
者
は
、
皆
な
之
に
因
る
。
栂
尾
の
高
山
寺
に
春
日
・
住

吉
の
二
神
像
有
り
。
俗
に
伝
う
、
「
二
神
来
た
り
て
法
を
明
恵
上
人
に
受
く
。
澄
賀
、
之
を
見
ん
こ
と
を
請
え
ば
、
明
恵

や
し
ば
ら

曰
く
、
「
凡
眼
も
て
之
を
拝
す
れ
ば
、
則
ち
恐
ら
く
は
害
有
ら
ん
」
と
。
然
れ
ど
も
固
く
義
覗
い
て
巳
ま
ず
。
而
し
て
姑
く

い
寸

之
を
許
す
。
澄
賀
、
窃
み
見
て
便
ち
模
写
す
。
其
の
駕
を
促
し
て
京
城
に
帰
ら
ん
と
し
、
馬
よ
り
墜
ち
て
道
に
卒
す
。
上

人
の
言
、
果
た
し
て
然
る
な
り
」
と
。
今
、
宅
間
の
塚
は
鳴
滝
に
在
れ
ば
、
終
わ
り
を
此
の
地
に
取
る
か
。

神
像
。
俗
伝
、
二
神
来
受
法
於
明
恵
上
人
。
澄
賀
請
見
之
、
明
恵
日
、
凡
眼
拝
之
、
則
恐
有
害
。
然
固
請
不
己
。
而
姑
許

之
。
澄
賀
窃
見
便
模
写
。
促
其
駕
帰
京
城
、
墜
馬
而
卒
於
道
。
上
人
之
言
果
然
也
。
今
宅
間
之
塚
在
鳴
滝
、
取
終
於
此
地

乎之
００
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本
稿
で
は
、
興
隆
期
の
禅
宗
に
関
与
し
た
絵
仏
師
に
検
討
を
加
え
る
試
案
と
し
て
、
詫
磨
栄
賀
に
焦
点
を
あ
て
た
。
初
期
禅

宗
教
団
に
お
け
る
絵
仏
師
の
活
動
を
探
る
際
、
特
に
近
世
以
降
の
伝
承
及
び
、
伝
承
作
品
か
ら
実
像
を
復
元
的
に
推
察
す
る
に

は
困
難
を
伴
う
こ
と
を
指
摘
し
た
。
し
か
し
、
筆
者
は
全
て
の
伝
承
が
往
時
を
復
元
す
る
際
に
信
頼
出
来
な
い
と
主
張
す
る
意

図
は
無
い
。
近
世
の
鑑
定
控
や
寺
社
什
宝
目
録
の
類
に
は
、
栄
賀
の
伝
承
作
品
と
し
て
禅
宗
と
の
関
係
を
窺
わ
せ
る
例
が
散
見

し
、
幾
分
か
は
栄
賀
の
実
像
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「
詫
磨
法
服
」
筆
と
す
る
多
数
の
阿
弥
陀
如
来
像
が
各

（
妬
）

地
に
伝
わ
る
。
中
に
は
詫
磨
派
の
筆
を
田
世
わ
せ
る
も
の
も
存
在
し
、
過
去
を
探
究
す
る
上
で
足
掛
か
り
と
な
る
と
感
じ
て
い
る
。

個
々
の
伝
承
作
品
を
丹
念
に
分
析
す
る
作
業
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
一
方
、
伝
承
そ
の
も
の
の
価
値
も
再
考
す
る
必
要
が
あ
ろ

う
。
生
成
と
蓄
積
を
重
ね
た
絵
師
の
伝
承
も
視
野
に
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
豊
穣
な
《
絵
師
の
歴
史
》
が
浮
か
び
上
が

性
も
指
摘
出
来
る
の
で
あ
る
。
「
本
朝
画
史
』
編
纂
に
際
し
、
様
々
な
伝
承
が
収
集
さ
れ
、
新
た
な
伝
承
と
し
て
再
構
成
さ
れ

た
と
、
前
述
し
た
印
章
の
問
題
と
併
せ
て
首
肯
し
得
る
と
述
べ
た
い
。

本
稿
で
は
「
本
朝
画
史
」
を
端
緒
と
す
る
栄
賀
の
イ
メ
ー
ジ
が
近
世
を
通
じ
て
語
り
続
け
ら
れ
、
作
者
伝
承
の
形
成
に
お
い

て
も
影
響
を
色
濃
く
与
え
た
こ
と
を
述
べ
た
。
そ
し
て
、
「
松
難
」
印
と
墓
碑
銘
の
分
析
よ
り
、
イ
メ
ー
ジ
の
源
泉
た
る
「
本

朝
画
史
』
自
体
の
記
述
も
、
先
行
す
る
伝
承
か
ら
再
構
成
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
従
っ
て
、
墓
碑
銘
の
問
題
を
栄
賀
に

敷
桁
す
る
な
ら
ば
、
『
本
朝
画
史
」
成
立
当
初
か
ら
、
栄
賀
に
関
す
る
記
述
に
多
分
に
バ
イ
ア
ス
が
か
か
っ
て
い
た
こ
と
が
窺

え
る
。
伝
承
作
品
か
ら
活
動
当
時
の
栄
賀
像
を
復
元
す
る
に
は
、
二
重
の
障
壁
を
潜
り
抜
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
同
時
代
資
料
が

不
足
す
る
絵
仏
師
の
考
察
を
行
う
際
に
我
々
は
、
以
上
の
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

五
終
わ
り
に
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註（
１
）
明
兆
や
雪
舟
と
周
文
を
同
じ
画
僧
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
論
じ
る
こ

と
に
は
問
題
も
あ
る
。
前
二
者
は
住
持
の
下
、
修
行
を
司
る
西
班
に
属

し
た
が
、
周
文
は
経
営
を
司
る
東
班
で
あ
り
、
か
つ
都
鑑
（
都
寺
）
と

い
う
寺
務
監
督
職
に
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
立
場
の
違
い
が
絵
画
表
現
に
直

に
影
響
を
与
え
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
制
作
に
お
け
る
思
考
の

差
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

（
２
）
「
タ
ク
マ
」
に
は
宅
間
、
宅
磨
、
澤
間
、
多
倶
摩
な
ど
様
々
な
字
が

あ
て
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
栄
賀
に
関
し
て
詳
し
く
言
及
を
行
う
の
で
、

そ
の
款
記
に
記
さ
れ
た
「
詫
磨
」
を
主
に
用
い
る
が
、
適
宜
他
の
例
も

使
用
す
る
。
ま
た
、
栄
賀
を
一
エ
イ
ガ
」
と
現
在
読
む
こ
と
が
慣
わ
し

と
な
っ
て
い
る
が
、
当
時
は
一
ヨ
ウ
ガ
」
と
読
む
可
能
性
が
高
い
旨
、

学
習
院
大
学
大
学
院
・
松
波
直
弘
氏
よ
り
ご
指
摘
い
た
だ
い
た
。

（
３
）
当
時
の
絵
仏
師
は
仏
画
制
作
の
み
な
ら
ず
、
仏
像
や
建
築
、
什
具
彩

色
も
手
掛
け
た
。
寺
社
関
係
の
あ
ら
ゆ
る
彩
色
作
業
に
携
わ
っ
た
と
い

え
、
絵
仏
師
の
性
格
を
考
え
る
に
は
、
絵
画
以
外
の
活
動
も
視
野
に
入

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
４
）
渡
邊
一
「
東
寺
十
二
天
屏
風
考
」
「
美
術
研
究
」
第
六
○
号
（
昭
和

一
一
年
〈
一
九
三
六
〉
一
二
月
）
な
ど
。

（
５
）
宮
島
新
一
「
宮
廷
画
壇
史
の
研
究
」
（
至
文
堂
平
成
八
年
二
九

る
と
と
も
に
、
美
術
史
研
究
の
視
座
の
一
端
も
明
瞭
に
す
る
と
感
じ
る
。
我
々
の
絵
師
に
対
す
る
研
究
も
、
過
去
の
伝
承
に
積

み
重
な
る
一
つ
の
伝
承
形
成
な
の
で
あ
る
。

九
六
〉
二
月
）
に
詳
し
い
。

（
６
）
俊
賀
と
同
時
期
に
高
山
寺
で
活
動
し
た
成
忍
を
詫
磨
派
と
見
る
近
世

資
料
も
あ
る
が
、
そ
の
典
拠
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
慶
派
仏
師
、
湛

慶
ら
も
高
山
寺
の
造
仏
を
同
時
期
に
行
っ
て
お
り
、
詫
磨
派
と
慶
派
が

共
同
制
作
を
行
っ
て
い
た
可
能
性
も
指
摘
出
来
る
。

（
７
）
「
大
江
信
方
家
地
売
券
」
〈
竹
内
理
三
編
「
鎌
倉
遺
文
」
第
四
巻
（
東

京
堂
出
版
昭
和
四
八
年
〈
一
九
七
三
〉
四
月
）
所
収
、
第
二
二
九
九

文
書
、
二
五
○
、
五
一
頁
〉
と
「
僧
長
賀
家
地
売
券
」
〈
竹
内
理
三
編

「
鎌
倉
遺
文
」
第
六
巻
（
東
京
堂
出
版
昭
和
四
九
年
〈
一
九
七
四
〉

四
月
）
所
収
、
第
三
八
三
七
文
書
、
一
三
○
、
一
一
二
頁
〉
よ
り
判
明
す

る
。
前
者
に
よ
り
京
都
七
条
の
土
地
を
大
江
信
方
か
ら
良
賀
が
臓
入
し
、

後
者
に
よ
り
こ
の
土
地
が
長
賀
か
ら
常
陸
御
坊
実
な
る
人
物
に
売
却
さ

れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。

（
８
）
「
東
巌
安
禅
師
行
実
」
〈
塙
保
己
一
編
「
続
群
書
類
従
」
第
九
輯
上

伝
部
（
続
群
書
類
従
完
成
会
大
正
一
四
年
〈
一
九
二
五
〉
三
月
）
所

収
、
三
一
一
一
一
頁
〉
。

（
９
）
伊
藤
満
鮒
「
中
世
醍
醐
寺
と
公
家
・
武
家
ｌ
祈
祷
と
政
論
ｌ
」

「
中
世
の
政
治
と
宗
教
」
（
吉
川
弘
文
館
平
成
六
年
〈
一
九
九
四
〉

八
月
）
。

（
皿
）
「
常
楽
記
」
〈
塙
保
己
一
編
「
群
書
類
従
」
第
二
九
輯
雑
部
（
続
群
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書
類
従
完
成
会
昭
和
七
年
〈
’
九
三
二
〉
一
○
月
）
所
収
、
二
○
九

ｉ
四
一
頁
〉
。

（
、
）
「
覚
源
禅
師
年
譜
」
〈
平
田
寛
「
宅
間
派
研
究
史
料
（
稿
）
」
「
哲
学
年

報
」
第
四
四
輯
（
昭
和
六
○
年
〈
一
九
八
五
〉
二
月
）
所
収
、
四
四

頁
〉
。
な
お
、
文
和
二
年
（
一
三
五
三
）
と
い
う
年
代
は
、
「
覚
源
禅
師

年
譜
略
・
一
〈
塙
保
己
一
編
・
太
田
藤
四
郎
補
「
続
群
書
類
従
」
第
九
輯

下
伝
部
（
続
群
醤
類
従
完
成
会
昭
和
二
年
〈
一
九
二
七
〉
一
一

月
）
所
収
、
六
○
五
頁
〉
に
「
年
譜
」
の
記
事
が
略
出
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
判
明
す
る
。

（
辺
）
「
吾
妻
鏡
」
第
三
〈
国
史
大
系
編
集
会
編
「
国
史
大
系
」
第
三
二
巻

吾
妻
鏡
前
篇
（
吉
川
弘
文
館
昭
和
三
九
年
〈
一
九
六
四
〉
七
月
）

所
収
、
九
七
、
一
一
二
、
一
一
二
頁
〉
。

（
週
）
上
原
昭
一
「
室
町
彫
刻
」
日
本
の
美
術
第
九
八
号
（
至
文
堂
昭

和
四
九
年
〈
’
九
七
四
〉
七
月
）
、
三
浦
勝
男
「
鎌
倉
の
地
名
考
（
一

八
）
ｌ
宅
問
谷
Ｉ
」
「
鎌
倉
」
第
六
四
号
（
平
成
二
年
〈
一
九
九

○
〉
一
○
月
）
な
ど
。

（
皿
）
報
国
寺
調
査
の
折
、
同
寺
・
由
井
昇
氏
、
鎌
倉
国
宝
館
学
芸
員
・
内

田
浩
史
氏
の
手
を
煩
わ
せ
た
こ
と
を
明
示
し
た
い
。

（
嘔
）
島
尾
新
「
常
盤
山
文
庫
蔵
柿
本
人
麿
像
に
つ
い
て
」
「
美
術
研
究
」

第
三
一
一
一
八
号
（
昭
和
六
二
年
〈
一
九
八
七
〉
三
月
）
。
な
お
、
千
葉
県

大
栄
町
の
真
言
宗
、
大
慈
恩
寺
所
蔵
「
愛
染
明
王
像
」
は
、
そ
の
款
記

の
書
体
か
ら
有
力
な
伝
詫
磨
栄
賀
筆
作
品
と
い
え
る
。

（
咽
）
海
老
楓
臘
郎
「
水
墨
画
ｌ
黙
庵
か
ら
卿
兆
へ
』
日
本
の
美
術
錆

三
三
三
号
（
至
文
堂
平
成
六
年
〈
一
九
九
四
〉
｜
｜
月
）
。

（
Ⅳ
）
羅
漢
を
禅
宗
の
み
と
関
連
さ
せ
て
考
え
る
こ
と
目
体
に
注
意
が
必
要

で
あ
る
。
特
に
天
台
宗
に
お
け
る
盛
ん
な
羅
漢
信
仰
な
ど
は
視
野
に
入

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
中
国
の
例
で
は
あ
る
が
、
南
宋
成
浮
四
年
（
一
二

六
八
）
に
編
ま
れ
た
中
国
天
台
祖
師
の
伝
記
「
仏
祖
統
紀
」
な
ど
に
も

羅
漢
に
関
す
る
記
述
が
認
め
ら
れ
る
。

（
咽
）
臨
済
宗
仏
源
派
、
嶮
崖
巧
安
（
’
二
五
二
～
一
三
三
一
）
が
開
山
で

あ
る
。
安
国
寺
は
南
北
朝
時
代
に
各
国
に
設
置
さ
れ
た
が
、
詫
磨
派
と

恩
し
き
事
跡
も
こ
れ
ら
安
国
寺
に
散
見
す
る
。
再
考
を
期
し
た
い
。

（
四
）
筆
者
は
禅
宗
に
お
け
る
不
動
明
王
信
仰
を
否
定
す
る
意
図
は
無
い
。

絵
画
の
例
と
し
て
は
、
夢
窓
疎
石
に
学
ん
だ
古
剣
妙
澤
（
一
三
○
六
－

八
八
）
に
よ
る
、
多
数
の
水
墨
不
動
明
王
の
作
画
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま

た
、
明
兆
が
幼
年
時
に
不
動
明
王
を
師
に
隠
れ
て
描
い
て
い
た
が
、
炎

が
立
ち
上
っ
た
為
発
見
さ
れ
た
と
い
う
伝
説
も
残
る
。
涙
で
鼠
を
描
い

た
雪
舟
に
似
る
逸
話
で
あ
る
が
、
禅
宗
と
不
動
明
王
の
関
係
の
一
端
を

示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
”
）
山
口
県
立
美
術
館
編
集
・
発
行
「
禅
寺
の
絵
師
た
ち
１
噸
兆
・
鑓

彩
・
赤
脚
子
ｌ
」
（
平
成
一
○
年
〈
一
九
九
八
〉
一
○
月
）
に
、
一

四
世
紀
の
禅
宗
寺
院
で
の
盛
ん
な
仏
画
制
作
の
様
相
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。

（
虹
）
狩
野
山
雪
・
永
納
「
本
朝
画
史
」
〈
笠
井
昌
昭
・
佐
々
木
進
・
竹
居

明
男
訳
注
「
訳
注
本
朝
画
史
」
（
同
朋
舎
出
版
昭
和
六
○
年
二

九
八
五
〉
六
月
）
所
収
、
一
二
八
頁
〉
。

（
塑
）
平
田
寛
「
宅
問
派
に
お
け
る
伝
統
性
」
「
国
華
」
第
一
○
八
五
号

（
昭
和
六
○
年
二
九
八
五
〉
七
月
）
。
同
氏
に
よ
る
数
々
の
詫
磨
派
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に
関
す
る
論
考
に
、
筆
者
も
大
い
に
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
。

（
鍋
）
榊
原
悟
「
「
本
朝
画
史
」
再
考
（
一
）
～
（
四
）
」
「
国
華
」
第
一
二

一
一
○
、
二
一
、
一
一
三
、
二
四
号
（
平
成
九
年
〈
一
九
九
七
〉
六
月
、
七

月
、
九
月
、
一
○
月
）
。

（
鋼
）
拙
縞
「
絵
師
伝
説
ｌ
伝
宅
磨
栄
賀
筆
〈
艤
漢
図
〉
と
山
名
賞
義
」

「
禅
文
化
」
第
二
○
二
号
（
平
成
一
八
年
〈
二
○
○
六
〉
一
○
月
）
。

（
躯
）
谷
文
晁
｜
本
朝
画
纂
」
〈
坂
崎
坦
編
「
日
本
絵
画
論
体
系
」
Ⅲ
（
名

著
普
及
会
昭
和
五
五
年
〈
一
九
八
○
〉
一
月
）
所
収
、
四
二
四
頁
〉
。

（
鋼
）
斉
藤
彦
暦
「
図
画
考
」
〈
坂
崎
坦
編
「
日
本
絵
画
論
体
系
・
一
Ⅲ
（
名

著
普
及
会
昭
和
五
五
年
〈
一
九
八
○
〉
一
月
）
所
収
、
二
○
三
、
四

頁
〉
。

（
幻
）
朝
岡
興
禎
編
・
太
田
謹
増
訂
「
古
画
備
考
・
一
（
吉
川
弘
文
館
明
治

三
七
年
〈
一
九
○
四
〉
六
月
）
、
一
四
四
七
、
四
八
頁
。

（
犯
）
古
筆
了
仲
「
扶
桑
画
人
伝
・
一
〈
芳
賀
登
他
編
「
日
本
人
物
情
報
大

系
」
第
六
一
巻
（
皓
星
社
平
成
一
三
年
〈
二
○
ｏ
一
〉
一
月
）
所
収
、

’
七
五
頁
〉
。
な
お
、
現
在
美
術
史
に
て
頻
繁
に
使
用
さ
れ
る
秋
山
光

和
他
編
「
新
潮
世
界
美
術
辞
典
」
（
新
潮
社
昭
和
六
○
年
二
九
八

五
〉
二
月
）
の
栄
賀
に
関
す
る
記
述
に
も
、
「
本
朝
画
史
」
以
来
の
見

解
が
踏
襲
さ
れ
る
。

（
酌
）
伝
新
井
白
石
「
画
工
便
覧
」
〈
坂
崎
坦
編
「
日
本
絵
画
論
体
系
」
Ⅱ

（
名
著
普
及
会
昭
和
五
五
年
二
九
八
○
〉
一
月
）
所
収
、
四
九
八

頁
〉
。

（
釦
）
浅
井
不
旧
「
扶
桑
名
公
画
譜
一
〈
坂
崎
坦
編
「
日
本
絵
画
論
体
系
」

Ⅲ
（
名
著
普
及
会
昭
和
五
五
年
二
九
八
○
〉
一
月
）
所
収
、
一
○

七
頁
〉
。

（
虹
）
前
掲
註
（
型
）
。

（
犯
）
前
掲
註
（
恥
）
。

（
鍋
）
「
一
一
一
劫
一
一
一
千
仏
名
経
」
を
所
依
と
し
、
過
去
、
現
在
、
未
来
の
三
世

に
各
千
仏
を
配
す
る
。
法
海
寺
本
の
法
最
は
、
縦
一
四
六
・
四
×
横
八

五
・
四
ｍ
（
過
去
仏
・
阿
弥
陀
）
、
縦
一
四
六
・
八
×
横
八
六
・
四
ｍ
（
現

在
仏
・
釈
迦
）
、
縦
一
四
八
・
○
×
横
八
五
・
七
ｍ
（
未
来
仏
・
薬
師
）
。

絹
本
著
色
で
、
款
記
・
印
章
は
確
認
出
来
な
い
。
経
典
上
で
は
特
定
さ

れ
て
い
な
い
が
、
通
例
の
三
千
仏
図
で
は
未
来
仏
に
弥
勒
菩
薩
を
配
す

る
。

（
鈍
）
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
パ
ー
ク
財
団
の
Ｏ
Ｂ
厨
冨
邑
】
四
日
の
氏
よ
り
こ
の

作
品
の
存
在
を
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

（
躯
）
「
弁
玉
集
」
〈
坂
崎
坦
編
「
日
本
絵
画
論
体
系
」
Ⅲ
（
名
著
普
及
会

昭
和
五
五
年
二
九
八
○
〉
一
月
）
所
収
、
一
五
頁
〉
。

（
鉛
）
松
平
定
信
「
集
古
十
種
」
〈
国
警
刊
行
会
編
集
・
発
行
「
集
古
十
種
」

（
明
治
四
一
年
二
九
○
八
〉
一
○
月
）
所
収
、
五
五
○
頁
〉
。

（
師
）
前
掲
註
（
幻
）
所
収
、
四
五
三
頁
。

（
調
）
三
宝
寺
は
寛
永
五
年
（
’
六
二
八
）
に
建
立
さ
れ
た
日
蓮
宗
寺
院
で

あ
る
。
墓
が
現
存
す
る
場
と
三
宝
寺
の
関
係
は
現
段
階
で
は
不
明
で
あ

り
、
墓
造
立
当
初
の
地
権
者
も
ま
た
不
明
で
あ
る
。
墓
碑
の
位
置
付
け

を
明
瞭
に
す
る
為
に
も
、
再
考
を
期
し
た
い
。

（
鍋
）
荒
木
矩
「
大
日
本
書
画
名
家
大
観
」
〈
芳
賀
登
他
編
「
日
本
人
物
情

報
大
系
」
第
六
八
巻
（
皓
星
社
平
成
一
三
年
〈
二
○
○
一
〉
一
月
）

所
収
、
三
四
五
頁
〉
。
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（
Ｕ
「
高
山
寺
縁
起
」
〈
高
山
寺
典
籍
文
書
総
合
調
査
団
編
「
明
恵
上
人
資

料
第
一
」
（
東
京
大
学
出
版
会
昭
和
四
六
年
〈
一
九
七
一
〉
三
月
）

所
収
、
六
三
九
～
四
○
頁
な
ど
〉
。

（
虹
）
桧
山
義
慎
「
続
本
朝
画
史
」
〈
坂
崎
坦
編
「
日
本
絵
画
論
体
系
」
Ⅲ

（
名
著
普
及
会
昭
和
五
五
年
〈
一
九
八
○
〉
一
月
）
所
収
、
二
九
二

頁
〉
。

（
⑫
）
黒
川
道
祐
「
雍
州
府
志
」
〈
国
書
刊
行
会
編
「
続
群
響
類
従
」
第
八

（
続
群
書
類
従
完
成
会
昭
和
四
五
年
二
九
七
○
〉
四
月
）
所
収
、

三
一
二
頁
〉
。

（
蝿
）
寺
島
良
安
「
和
漢
三
才
図
会
」
〈
和
漢
三
才
図
会
刊
行
委
員
会
編

「
和
漢
三
才
図
会
」
下
（
東
京
美
術
昭
和
四
五
年
〈
一
九
七
○
〉
三

月
）
所
収
、
九
三
一
頁
〉
。

（
“
）
西
村
兼
文
「
画
家
墳
墓
記
」
〈
坂
崎
坦
編
「
日
本
絵
画
論
体
系
・
一
Ⅳ

（
名
著
普
及
会
昭
和
五
五
年
二
九
八
○
〉
一
月
）
所
収
、
四
一
○

頁
〉
。

（
妬
）
前
掲
註
（
幻
）
所
収
、
二
八
頁
。

（
鯛
）
内
田
亮
坪
編
集
・
発
行
「
藤
澤
山
什
賓
目
録
」
（
明
治
一
七
年
二

八
八
四
〉
四
月
）
に
、
．
、
阿
弥
陀
如
来
像
、
宅
問
法
服
筆
、
壱

幅
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
画
像
は
現
在
も
時
宗
本
山
清
浄
光
寺
に
所
蔵

さ
れ
て
お
り
、
一
例
と
し
て
あ
げ
た
い
。
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